
１
少、

霊
事
件
両
・
侵
害
の
》

幕
冷
舸
穴
産
い
弓
了
ｒ
汽

奮
寸
苓
こ
と
ば
Ｌ
ワ
い

〆壹毛雲南涛正の丈票に乱ぞ⑦畠の見えないゆは《なぜだろうか。・

〉一〃晶種棚易一つに、長さの稽妖Ｉクルに在司た馴悶鋤〃なさを謁亘、礼よい元易宅一ノ。

王
訊
鍋
・
朱
自
清
勅
両
氏
は
長
吉
、
詩
垂
中
化
に
諸
富
料
蓬
博
槽
Ｌ
了
、
長
吉
の
生
涯
左
ほ
ぼ
明
ら
か
に
’
一
丘
。
生

三
コ
疎
ど
ぽ
多
砂
の
雲
塞
ぎ
〈
私
う
言
余
戯
け
売
る
か
、
寺
の
汗
昴
が
一
元
和
室
ヰ
（
ハ
。
、
雪
か
今
周
十
三
一
堂
ハ
こ
も

圭一、尹士一笠間に制作ざ垣Ｉい一言。童、現存仔品室へ部分が元調圃茸ヴ皇丸茸両五茸間の羊しめて蔦夢ご

）
）
逢
窄
つ
と
、
〃
綱
の
圭
淫
功
遥
が
き
ば
池
と
よ
〃
詩
壇
の
注
毒
を
ひ
い
た
駅
間
池
極
め
て
短
い
と
い
灯
れ
ば
疎
局
か

ｍ
箒
鴦
か
。
二
渥
糞
ま
ず
考
え
ろ
。

窟薮蹴学、、つ

糸
怪
奇
外

い獺崎伽帥岫舜鰔泓鯏画馴剛議珈滞即賊毎酬椛禍も灰弛がま＃だ、

’＆■●００８己

。

、

中
園
垂
べ
学
や
籍
闘
で
蒸
毒
逮
蓉
筵
び
怪
奇
蚕
い
や
し
迩
颪
が
あ
る
動
腫
な
ぜ
か
。
礼
子
の
怪
力
乱
神
童
垂
巽
鐘
こ
と

ｉ
矛
し
琴
ぜ
怪
誹
が
旗
弓
こ
ぼ
れ
た
か
二
易
闘
蓄
の
臆
理
的
考
察
“

鍾
誘
の
瀝
一
奇
と
長
吉
例
講
詞
唾
奇
と
動
調
塵
。
長
濤
〃
１
卜
や
吟

や
う
白
王
稽
中
の
人
＃
一

罎
記
は
睡
納
．
了
纈
潔
に
．
詩

“＆「白王穐中の人」〉一-何

秀．宮【寡獄券ご唾『』里

茨
棄
式
綱
た
畜
箇
己
の
、
空

綱
た
畜
箇
戸
誌
、
空
緯
辰
逗
っ
で
く
う
巨
然
琴

ぞ
、
つ
し
た
”
巨
諌
で
謁
喜
．
長
き
〃
Ｉ
卜
ず
つ

長
き
切
遙
乏
出
人
応
印
蒙
式
ゼ
弓
ト
盾
決
定
的
で
あ
っ
穴
弓
う
な
．
ま
雲
易
苧
童
１
．
長
圭
言
社
会
的
仁

畢

二
ｋ
ｒ
ｎ
＄
→
壁
切
人
何
い
か
な
る
兎
ヤ
ー
天
才
で
池
、
社
会
的
に
舵
種
逢
え
な
い
場
合
に
吋
常
に
識

⑫

i一筆一『 、r-,～-章

一》一菅『白』一口

誌
紡
認
説
圭
主
と
す
ろ
こ
と
ゞ

阿
室
？
同
』
創
刊
号
か
ら
薑
表
は
じ
鯛
穴
い
涙
し
仇
李
舅
庶
調
寸
考
試
通
例
築
謁
だ
《

一

亨帝．
̅

●

『

卓

菟を童Ｌ-Ｌ見今加淀亭自然。戻吉仮正》▽一ｒ、詠章←滅走

、

たとしてＬ、、一言むくま〒４口売るずい

二--蝋，
． -

方-
）

つ一命-・Ｉ●す〃ノー“ヴー
、
１
０
ノ

ー
一一、ノ

／
-
令
。

’

６４？
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〆
一二

、

～

》
嘩
眉
超
導
臼
棄
天
筵
は
当
時
壷
一
大
蓋
星
也
。
而
-
」
て
栂
美
に
交
隙
ご
し
ご
ｚ
も
亮
〃
し
働
左
の
詩
に
鱗
し
一
，
、
帆
が
宝
ゞ

４２で、垂？Ｌ・

門
篭
時
部
謹
罫
家
澱
雷
詞
小
飲
〈
詩
蝿
）
久
不
覚
葬
侍
郎
鐵
溺
皿
誇
以
寄
筵
（
誌
跨
〉
十
高
う
-
し
-
１
．
小
誌
雲
蚕
ノ
筵
ぼ
、

つ

ゆ

た
薯
幻
釣
手
，
岬
も
洵
仮
譲
り
Ｉ
」
千
・
篝
の
難
誤
、
／
日
の
平
易
篝
的
雄
大
・
〃
白
②
耕
湾
ゞ
全

■柔
天
ｍ
僻
み
根
性
陣
出
で

、

■

”ご一宇へ
算
釣
誹
を
塁
へ
応
す
。
麿
義
董
薑
賦
求
廷
雲
ま
涯
色
董
臺
ば
ぎ
卵
津
Ｌ
ご
と
，
知
る
べ
寒
色
ゞ
大
餅
棲
月
白
楽
天

へ
→
六
鳳
本
図
蓄
式
鈴
誌
胡
岩
三
十
罫
十
一
胤
翼
膝
）
二
一
面
や
、
‘
叩
ジ

抹

米
マ
イ
牛
″
ア
・
ラ
〃
イ
Ｌ
７
γ
糸
二
患
い
一
一
←
、

歩
く
淫
・
℃
一
九
再
壹
穿
現
在
柳
田
裳
・
本
観
久
雄
←
塩
田
一
浸
平
と
い
ふ
三
大
家
の
指
示
の
も
と
に
明
冶
一
筆
誌
宮
表
研

、

■
９

も

爽
家
簔
家
か
糊
諒
文
蒙
の
チ
ン
カ
ン
レ
イ
ボ
ク
量
⑰
款
、
祖
人
の
豪
議
切
学
奏
誌
″
主
下
舗
わ
→
-
、
慾
石
ク
マ
な

集
鯨
者
←

、

１

く
到
究
菱
し
て
み
薯
千
嗣
廊
ろ
べ
宗
潰
譲
か
冷
類
艦
す
獅
啄
、
倖
藤
堂
氏
の
い
か
辱
さ
個
人
的
秘
宝
も
潟
末
の
卜
、
ニ
マ
ー

運
う
師
逢
逃
撫
ろ
員
亀
裂
”
な
い
釣
Ｔ
あ
る
。
！
：
。
ご
打
今
薊
究
家
の
一
謹
厄
介
な
特
色
け
、
譜
で
も
知
っ
て
い
る
汗
家

●

■

・
獺
圏
挫
も
、
又
天
ア
ナ
）
、
湿
先
即
言
先
認
者
乏
全
く
持
た
き
ろ
こ
と
辰
易
暮
の
で
は
画
く
、
寧
勇
綴
も
多
く
功
混
合
・

多
く
の
他
人
が
夫
離
し
一
Ａ
と
い
う
と
二
弓
に
蕩
暮
の
だ
か
ら
！
-
Ｉ
余
廠
普
遍
駅
堂
の
注
竜
を
「
逼
蓋
朝
．
-
’
零
。
衝
冨
翁
魁
無
，

割
一
：
動
舅
争
二
減
一
毎
コ
〃
ｉ
Ｉ
脳
：
〃
，
-
〃

・
・
《
軍
〃
ム
ラ
泥
卜
。
、誕礒″凡、一手工Ｉ！§》

仏承鐡、
又）孚字議

〆へ、１１、蝿→蕊も訊蓄畠孔←″…ｔ諭

ｒ
！
、
；
，
隷
舗
釣
毒
張
支
一
卜
廐
い
う

一
毎
Ｊ
・

塵
言
い
穴
し
め
か
ら
引
い
だ
ほ
手
Ｗ
・
杓
侯
し
ば
支
琴

●

廐費←憩議こ、つとし了孝雲侭〉着目ｌ-し
辰いてけない。-」ぴ！』尹則一、｜〃

可
（
-
１
心
の
こ
の
茎
聿
衰
読
ん
だ
と
章
、
李
蕊
は
墨

■

蒔巍、誠．ご線一-；》一Ｉ、規定す喜一こ許しで表苓、

乏涙の虎スラ。

◆

）．二勺．

一
“
屯
０
〃
〃
項

■
■
町

獅
毒
ｆ
も
瑠
、
了
い
薯
季
零
に
綬
等
が
葬
柵
蓉
竺
蕊
、
尊
い
ご
筵
、
と
い
ふ
第
吹
夷
喜
。
貫
豊
で
な
い
昨
家
の
声
畠
で
家
い

諺
調
・
遥
持
依
詳
總
雁
煤
索
す
る
、
｜
と
い
ふ
聿
腫
蔵
等
の
特
色
ぴ
あ
ろ
め
了
湯
ろ
。
そ
縦
は
儲
遥
菩
名
広
な
ら
勺
と
す
る
も

胸
は
、
蓮
」
垂
岑
雨
マ
イ
ナ
ア
。
ラ
イ
タ
ア
で
あ
る
こ
と
が
百
利
で
は
な
い
か
、
と
蕊
は
楓
ろ
ほ
ど
に
童
室
到
ラ
マ
ゐ
ろ

一一

一一ｍ／Ｉ卜・て・

榊
穴
ｊ
』
窒
震
綱
考
え
乏
鑿
室
、
と
錦
幸
だ
絃
に
発
表
し
て
い
毎
い
と
辱
淘
洞
ろ
の
何
以
上
下
．
湯
ろ
。
絃

ア

ｃ

書
奈
辣
い
泥
〆
源
銃
嚴
怠
徹
八
塞
訊
ｖ
か
八
。
←
ふ
い
よ
う
な
・

篭
霊
ｖ
Ｋ
壬
榊
寸
一
ば
う
が
気
も
す
る
が
、
雀
た
ど
こ

む

。

，

一

目

『

〃

，１選．手〃ゞ
ム・

←・亭主」、識こ〃八一で．とま・予・〃もし継憲い鈴で妙

▲
０

む

一
歩
ｒ
白

Ｊ

出して證くゞ

龍
蝿
蕊
諏
斗

振
圏
挫
も
、
責

舗
韓
建
奪

規
定
す

一》》』・》
盛こ - 句 一

〆
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声

Ｆ , 。 ー
ー ＝ 彦

苧̅･

崖

×《ホールヴ）しリーコ″ィ劃《〆一とヴェルレーヌ」〈佐蕊舞夫訳）か堂一十数行を書主狡いていろ．

昭
俎
＋
八
零
発
行
の
全
集
等
冗
零
の
六
’
八
べ
ｌ
ジ
。
か
獅
の
伝
記
舞
盗
論
迄
し
て
言
邑
な
も
の
だ
そ
う
で
あ
る
二
易

全
葦
も
い
く
辰
ひ
も
竃
了
い
壱
，
三
庭
写
す
α
ぼ
省
鴎
す
る
”
た
だ
、
そ
の
な
か
の
「
人
々
は
、
逹
に
作
品
か
弓
逃
け

週
了
ゐ
ろ
の
に
、
苓
桝
ど
の
蔭
鰻
乏
建
”
て
ほ
か
″
ゐ
ろ
の
に
、
〒
の
廊
耆
に
つ
い
て
何
、
も
う
￥
洞
で
熊
幸
足
れ
〃

とすろいで温る」とい．っことばを鳧ろと、孝碧⑨周辺達低迷Ｌ秀で“詩の中パに突入才舂努ウや箒『一く

い弓今のわたし壷’一千年壬ため灼淀！」が篭や〃に更『納一Ｌいるようワ気がする《

省一鴎才弓へ→

勺
″
や
す
い
い
て
、
鉈
定
董
棚
文
尺
。

ｘ
向
・
琴
六
月
号
『
群
像
』
に
切
乏

卸
で
凝
る
．
呼
蕪
窪
浮
藤
堂
氏
の
主
着
と
蕾
貝
苓
の
十
三
（
款
域
一
九
五
二
年
六
月
号
一

ｘ
ご
洲
を
ケ
ぜ
壽
宍
抜
い
た
釣
グ
、
い
ま
の
胴
匠
-
Ｌ
に
は
よ
く
わ
か
・
特
な
い
．
李
質
に
つ
い
了
書
幸
は
じ
妨
よ
う
と
Ｌ

一
く
い
た
ご
言
な
め
て
筆
い
進
妨
か
た
に
つ
い
て
の
自
戒
の
つ
ｔ
″
だ
『
辰
〃
？
弱
ろ
い
は
、
い
わ
け
る
大
家
名
家
に

「
・
Ｍ
-
ｉ
ｌ
ほ
と
ん
ど
杼
家
衝
夷
や
僻
晶
馴
・
充
の
な
か
フ
疋
当
時
の
中
国
支
苧
の
世
界
の
桃
漂
郷
的
状
建
に
試
す
弓
誇
嶬
の

つ
も
〃
た
コ
バ
の
か
←
な
お
ヱ
ハ
月
号
」
芝
五
月
に
奎
毫
、
め
い
て
い
ろ
の
口
争
ち
が
い
で
は
な
く
、
文
芸
籍
義
の
か
な
り

多
く
が
莞
行
日
付
よ
り
鉛
一
月
”
前
賦
店
頭
仮
聖
冨
か
今
で
あ
る
一
二
打
ぼ
現
在
し
同
操
だ
か
ら
註
す
る
贈
要
の
革
い
二

ど
た
ｚ
ち
び
・
同
国
人
同
時
依
人
に
杓
か
〃
ま
っ
た
罎
雪
が
、
雲
国
・
零
時
の
人
脈
し
、
と
し
わ
か
り
に
く
い
こ
筵
に
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訂
．
す
む
｛
去
・
⑰
丁
恩
回
一
一
琴
．
一
二
》
《
印
-
’
、
々

簿
》
→
一
丁
弓
さ
主
廷
玉
《
》
一
歩
一
一
寺
々
了
了
了
、
【
、
》
《
ゞ

》
■
画
一
■
一

夢

ロ

ヨ

一

一

一

生

・

ワ

・

“

一

・

戸

．

・

竺

今

“

一

一

画

Ｆ

」

幸

▲

一

■

マ

画

一

“

】

．

壺

曹

一

．

』

）

春

．

■

．

二

一
・
-
戸
Ｆ
-
．
・
二
宮
・
一
．
口
安
．
．
．
』
ロ
二
．
》
一
一
・
”
一
．
』
，
、
．
◆
筐
一
ロ
ー
．
．

＊
批
評
＊
一
誤
こ

一之ゴ応ゴー娩山又八-可←汀《（．｜岨菖、一

コ一心α重必恥》室弓一←牙『｜貢ぐ．乱い

蚤
蓋
人
と
伝
試
赤
二
雪
・
芦
扇
←
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石
哩
厚
『
歌
仙
」
が
李
馨
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胡
蝶
飛
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差
引
い
た
部
分
し
薑
圭
仮
い
で
い
る
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一

益
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国
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律
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典
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マ
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二
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宇
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宮
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四
Ｆ
・
ロ
凸
０
二
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凸
マ
ー
マ
一
一

一

一
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-

」

・

一

幸

一

曲

》

。

■

申

←

』

一

一

奎

口

一

一

や

一

。

■

寺

-

△

》

一

一

今

一

一

々

．

《

凸

令

マ

ン

『

。

．

一

一

二

■

一

ユ

一

Ｐ

壱

一

安

」

》

■

一

口

ご

リ

マ

一

争

芦

ロ

ー

一

・

『

｝

｝

一

ユ

凸

今

一

■

宅

一

←

》

一

一

凸

●

・

一

■

今

曲

》

一

“

一

一

一

一

コ

《

｝

』

半

一

一

一

Ｊ

守

幸

１

』

”

Ｌ

４

Ｐ

《

亜

壬

二

●

一

尋

守

口

▲

・

己

・

《
茂
や
手
獄
も
Ｔ
←
烏
、
一
Ｍ
才
喉
シ
卜
『
批
許
内
輪
能

弐
・
」
「
ド
ヲ
イ
デ
二
重
『
完
全
な
ろ
批
評
家
」
の
一
節
で
あ
る
。

■守一

。

①

■

■

Ｕ

ぺ
．
《
キ
ン
←
ア
》
フ
ズ
に
嫉
め
る
エ
シ
セ
〃
１
筐
ガ
、
い
た
う
が
、
、
！
。
、

茎
毒
き
め
の
ひ
と
患
い
ま
完
涙
た
う
ワ
、
の
で
罐
ウ
紡
筍

０

守

１

６

ｃ

、

、

１

楓
口
Ｌ
》
ｑ
｝
刀
し
義
人
た
西
方
の
詩
人
た
ち
例
文
董
宅
か
ご
弓
為
哉
〃
読
匁
一
進
ま
な
い
が
、
読
人
だ
と
き
に
は
こ
の
人
涙

４

町

、

為
面
老
乏
か
尺
か
青
朝
鰍
前
の
中
国
の
詩
人
脈
か
な
〃
近
似
才
夢
よ
う
Ｆ
蔵
上
了
い
た
ぶ
う
で
弱
老
。
拙
著
『
轄
念
』
の

０

９

０

・

す
Ｌ
が
ま
に
エ
リ
オ
彰
卜
の
、
文
逢
引
Ｖ
炭
の
池
．
ぞ
う
し
庇
￥
え
が
Ｌ
と
仮
な
っ
て
い
た
け
・
で
ろ
。
-
あ
め
ば
し
か
壽

麦

-

す

易

Ｉ 今に
封
！
」
了
中
室
文
学
、
、
、
奪
家
汐
島
岡
懲
屑
と
い
約
脚
た
こ
と
が
轟
司
″
た
か
．
幹
文
学
勿
零
家
か
ら
何
ま
た
批
評
余
な
ｕ
脚

＃

壱垂へ・曇・鐸俳珪函弄一哩

巳猟篝の言堅斎錐無対掌，」たとき〆人究癒すぐ打六批評家だったが、尋卿の句に砺二Ｉ唖岫心屋三厘で
ｃ

■

馬脚一豊郷」《わ-し穴・皇というイ家か。’

１当″-Ｌ

り
Ｆ
・
杓
｛
卜
詩
か

再

ｑ

■

、

弓こ弓｜Ｌ蕊蒜--一だ．い

』
■
Ｇ
ｄ

甑
詩
書
不
祥
米

弘
山
●一。』ｊ、″

と
も
の
は
迷
濤
と
し
か
い
い
浜
う
が
可
い
。

半
奇
絶
無
対
米
葛
患
』
．
二

李
嘉
吉
室
我
菫
一
十
不
祷
竜
、
一
俺
港
謝
如
沽
薦
、
華
三
十
七
而
卒
丁
陳
無
已
験
荷
詩
三
七
十
已
讓
半
、
耽
余
熊

無
河
畦
如
書
疫
侭
．
妻
電
鐙
生
多
、
茎
囮
十
九
雨
季
、
語
意
不
祥
如
此
-
豈
神
明
琶
完
祷
之
邪
．
韻
語
膓
紘
巻
二
。

ｘこ←ノい↓う吾劣房文筆が詩誌類にシミ、ど麦、出てくぢ。李舅に関し了ロ陸壷蒙「書李雲小伝後」あたり

が
ャ
の
痛
芝
な
す
釦
か
Ｌ
Ｌ
楓
め
。
唾
の
交
感
．
Ｌ
か
し
、
芝
も
り
く
鬘
の
詩
の
本
馨
に
ふ
門
ろ
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
亜

減
と
も
の
は
迷
濤
と
し
か
い
い
浜
う
が
可
い
。
美
に
ょ
フ
て
蓋
②
進
路
を
ふ
さ
Ｖ
涜
澤
言
富
妄
の
論
理
と
局
登
の
Ｌ
の
だ
。

吾、御たが望ＬＬ獅釣がゞ
榊灰し仰認くいない。

李
長
吉
歌
１
天
菫
育
債
天
亦
老
韮
人
以
冨
奇
縫
無
討
、
晏
卿
対
・
月
加
照
恨
月
長
門
人
以
蕊
勃
露
宋
司
馬
光

李
巽
義
．
雷
幾
銭
作
平
崇
営
・

喚
李
諦
室
謂
混
毒
素
。

ｘ
求
め
鰯
雌
大
『
二
毛
堂
詩
話
』
富
立
方
『
謂
請
陽
秋
』
巻
二
察
少
蕊
雪
恂
休
詩
話
』
か
今
三
条
訓
い
了
い

ｉ
一
か
、
崎
｛
卜
詩
が
毒
が
「
た
-
の
で
は
な
か
ろ
う
こ
と
ば
拙
槁
「
睡
瀞
の
李
窒
評
」
（
本
読
索
八
号
）
》
知
←

半》ロ需訊ゞ
察ゞ
こい勇一』・

巽
壽
雷
鑿
繍
作
平
崇
雷
貢
迩
誰
澆
議
州
土
・
濤
非
黄
金
銭
苑
義
ご
邪
．
蝋
緯
元
凄
夷
白
斎
詩
話

４

←

声

〆

一

ｒ
Ｑ -

一プー

つ
②

籾
ろ
か

一

１
ｋ句一ヶ

'○-０４S、一 と４５
一

〆

吾



Ｒ
’

ひ
げ
戸

畦 . 一

'

黛
府
二
字
是
官
監
之
名
・
男
霞
光
張
放
両
伝
←
其
君
馬
憲
臨
喜
置
等
蕪
菫
久
美
失
伝
、
蓋
因
箒
膏
伝
写
．
大
字
罵
辞
、
Ｍ

細
字
昌
声
塞
詞
含
言
罵
至
舛
倶
．
畏
釧
蕾
魂
武
将
造
酒
嘉
平
關
中
上
之
回
罵
夷
官
浸
．
共
十
二
曲
、
、
亦
不
雲
藻
．

晋
人
威
爵
悲
請
為
重
受
命
、
宋
震
喬
霊
之
詳
』
共
十
一
一
曲
．
赤
不
義
鍵
害
太
白
長
吉
知
之
、
叙
門
真
本
苔
・
両
自
序
己

詩
心
礒
張
王
元
白
知
之
、
荻
宮
作
己
簔
而
創
鶏
誘
塞
付
、
元
鎮
辱
社
詩
、
具
之
冥
篝
鄭
樵
変
言
今
之
窯
有
・
産
豹
ら

訓獺耐託と鍜鰔川艫騨湘＃議箭潔號諏肝糀弛舗槌蝿鰔鱗鯛細鰕榊鯆尉鯏州祁一、鯏認訴礪湖剃耐剛郁獅仙

堂
室
巽
拠
星
雲
雲
』
岩
雪
駄
樟
恵
雨
蔭
之
皀
標
門
闇
、
拝
乃
祖
乃
簔
篭
大
宮
壷
而
季
詞
墓
一
つ
己
霊
羊
也
・
葛
旧

簔
枚
跨
毒
詩
簔
巻
一
室
溺
堂
板
菫
刊
本
）

ｘ会詞た続評瞳雷講話』芝〃一葱〃出Ｌ-Ｉ認たと三今巻二旗この祭が莞菫吟ワい一ｉ毒だ。巻敬が易や

糸一句ツー巧米一・一畏星・三

言
謡
人
士
以
詩
名
者
屋
衆
、
往
往
因
一
篇
Ｚ
雪
、
一
司
之
エ
名
公
先
達
嘉
之
癖
談
延
誉
、
逐
至
声
聞
皿
馳
、
曲
綴

人
不
舅
、
江
上
散
唯
一
貢
簔
超
以
琵
得
冨
、
敵
国
三
千
室
、
深
宮
二
十
茸
、
張
祐
以
是
得
名
・
微
雪
淡
河
漢
-
疎
雨
滴
梧

桐
孟
鴬
然
以
長
得
名
宍
菅
森
画
戟
、
専
囑
暴
清
沓
．
臺
府
籾
剛
是
傳
名
竺
大
焼
不
率
、
東
風
吹
又
生
、
白
唇
易
以

臺
一
濤
名
毫
宿
地
辺
鐡
虐
誌
月
下
門
・
毒
島
蠅
這
得
邑
←
国
療
朝
飛
竜
浦
霊
・
珠
蕊
蓉
捲
面
山
雨
．
王
勃
以
是
得
名
．

華
龍
鐡
翠
言
加
簿
・
入
門
下
馬
景
輌
虹
、
李
雲
剛
壼
得
各
・
然
誤
各
人
詩
集
、
平
平
処
甚
多
豈
篝
加
此
司
哉
・
→
古
人
隣
。

萎
裳
一
黒
一
糞
可
以
軍
知
冥
味
ゞ
悪
未
必
然
示
・
粒
子
美
云
壽
人
性
僻
託
佳
句
．
諾
不
霞
人
死
不
休
、
副
是
尺
子
美
雪
中

流
出
耆
窯
非
嶌
人
乏
語
美
・
・
読
莫
黛
萱
当
一
知
此
三
不
妻
令
殆
非
雨
教
さ
之
可
此
矯
芭
、
竈
語
暘
獄
巻
圃

演
出
者
-
窯
非
嶌
人
乏
語
美
・
一
読

来
崇
府
蝿
ご
罠
と
三
・

半
舂
》
繭
声
塞
澤
溺
第
瓠
茅
二
重
・
竺
二
・

満
歳
舂
帰
等
逝
波
、
金
濤
槽
版
奈
債
伺
．
噛
憲
李
雲

花
夛
-
南
郷
亦
罠
潰
愁
絶
、
乗
興
遥
誰
許
頁
週
．
聿

腱汗講、ぼ義隆皿十（年二七八皿〉・鋳堅一十識．

事
読
三
牽
二
社
濤
簔
漁
喜
崇
之
蜑
穎
一
言
三
録
二

ｘ
会
詞
た
続
弓
瞳
雷
詩
話
』
一

壬
二
↓
い
石
切
か
も
し
織
擁
ゞ

菫
替
埼
專
窯
露
票
茅
二
重
』
・
二

満
歳
舂
帰
等
逝
波
、
金
濤
槽
版
奈
債
伺
．
噛
憲
李
雲
蕊
錬
曲
．
腸
戯
桓
拝
清
寅
歌
、

多
-
南
郷
亦
罠
潰
愁
絶
、
乗
興
遥
雄
許
頁
週
．
宥
詩
値
銅
水
斎
詩
集
：
巻
一

Ｐ

む

ま

Ｇ

、

事
読
三
牽
二
社
票
奏
漁
喜
崇
之
蜑
穎
一
言
三
録
二
三
）

篭

一一一一。一、．一一
■一

也

ﾛ P

’ ･
「
二 一一 - -

#･曇彰
…

+
I
『.

- .

碍
鶏
音
書
飛
潅
少
．
閣
門
鼠

堯
椿
十
二
年
刊
重
刻
）

、

雨
落

６４６

一

一

一
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一 。 ＝ 一 一 ､
＝ , 胃 ・ ̅ 私

一

心

１

二心、阜凸ず

１

公
奉
根
涛
に
蜜
、
一
表
酒
這
口
向
ふ
つ
く
洞
ぱ
妻
は
供
ず
ろ
也
、
一
雷
蚤
経
た
ろ
竹
禁
の
酒
な
れ
ロ
ー
衰
酒
と
由
也

一瘤通宝毒．渦ともい識″一杢互是副甘萢の事な〃・日本銀に胃へ旋神天皇-一-三ヰ冬、十月戊廟輯高野

古尾毒す時仮國稚人朝一卜表ろ、之に悶詞磯野雌了天皇辰献ず雪雪往古より祭酒仮灯多く鴎逹用踊

且
岳
六
月
朔
日
天
孑
へ
躍
酒
蓬
献
言
事
お
い
。
瞬
晴
翁
（
木
村
朗
啓
）
雲
錦
蕊
筆
巻
一

詩
三
言
藷
・
賃
藍
角
張
．
後
人
学
毒
而
言
得
冥
性
超
航
逗
楚
謡
迄
幽
怨
、
少
霞
之
蟇
諮
太
白
乏
黙
簔
昌
舎
菫

川
之
毒
範
．
桑
野
闇
仙
ブ
雲
謹
従
乎
凄
耆
也
-
陶
靖
蔀
脚
下
㈹
至
渋
王
昌
課
、
王
謹
孟
浩
駕
、
高
這
．
岑
参
壹
爬

揮
瀧
光
義
．
浅
議
菫
震
莞
三
細
舅
近
手
正
琶
也
、
白
屋
毫
蜘
祁
易
享
這
澪
濤
舌
以
涜
詑
両
致
夫
析
ゞ
記
昌
和

歳
鍾
桝
不
実
．
冬
寒
叙
書
一
篭
．
雲
酷
烈
両
状
悲
、
舂
日
運
運
〈
篇
司
祭
ぜ
、
知
此
可
与
言
請
美
、
這
李
誤
元
雨
村
詩

叙
鍾
樹
下
宍
．
冬
寒
叙
篶
一
篭
．
雲
酷
烈
而
状
圭

黄
《
近
讓
売
舞
評
訂
柳
柳
州
詩
票
耐
録
航
引
）

X f L K夕- - -

ィ.武、０１‘臂４，‘- , ’し一苧！̅て､『ミ圏
=特言フエ
、 - Ｊ ４ -

書ゆ十
つ ÷

一
敬
喜
蘇
自
芦
漬
篭
才
籍
蓋
少
年
行
・
鰻
簔
割
湊
元
糎
体
・
協
津
兼
工
塞
付
声
．
芙
卜
言
棲
徴
著
作
、
人
観
壜
屋
達

蘇
畠
幽
雷
嚥
索
奮
闘
笑
-
長
八
通
壱
肯
再
生
-
長
吉
頴
水
斎
詩
票
巻
一

ぺ
黄
塵
力
十
一
琴
（
一
セ
ハ
六
）
泣
三
’
二
歳
洋
。
静
位
が
李
雲
の
薫
芝
雲
議
し
匡
乏
は
．
藥
中
の
浮
阪
篝
の
語
を
崇

泓
-
芸
魯
-
榊
霧
り
こ
と
で
も
櫛
か
壱
《
蚕
た
が
舸
勿
琴
雲
霞
好
が
人
々
に
知
今
獄
了
い
た
こ
と
タ
ミ
圭
毎
諸
童
呼
刹
ろ
こ

予
灌
祷
婁
の
濤
圭
評
ご
麗
二
』
・

計
氏
貢
功
国
張
碧
舅
元
中
人
芭
序
真
詩
云
・
薑
読
李
浸
吉
集
、
請
書
糠
紅
翠
關
開
謹
再
冥
奇
艫
不
可
戊
也
，

元
孚
昌
窒
於
掴
禅
之
中
寄
劉
公
幹
捷
毫
泊
之
ロ
、
徴
ご
末
死
←
託
還
鵠
於
香
山
、
筍
恢
臨
終
交
河
鶯
於
鐘
会
・
Ｉ

：
：
宍
蓋
小
善
也
・
暦
吉
山
而
死
音
鳥
喜
麓
〃
寶
少
陵
而
款
言
如
讓
毒
李
凋
鋳
仏
、
孫
震
画
仙
．
諒
貫
人
焉
李
壷

征
人
ご
汗
、
天
下
筥
歳
．
篭
票
皿
，
薑
乏
簔
．
儘
芝
加
画
．
言
両
不
年
而
使
綴
言
死
言
．
虻
子
覗
刻
李
雲
鬘
詩
、
王
土

環
爲
憲
蕊
祭
亨
迩
王
持
髻
菰
水
斎
詩
票
亭

饒
淫
飯
霊
山
識
、
一
ト
；
諾
如
鋳
鉄
式
・
無
一
意
不
毒
、
無
一
句
衣
笠
、
窯
一
宇
黛
求
蚕
・
篝
実
疑
誘
長
言
玉
鑿
ハ
叉
之

卦
-
瓢
澱
一
家
議
襄
両

斐
講
運
ポ
屋
窟
声
二

矛
正
・
蕊
予
三
富
三
』
． 縫

1 一

》
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一 ・ = ･ ユ ー ･ 痔 一 ・ 、ト ー 弘
膿

＝ 呂
． Ⅱ ■ 三 =ヴ

月 ＝ Ｔ

- ｑＴ 目三一 , 妄

邑 吾 ■ 一 二

■ - ■ ■ ｰ 、

主 ，
ユ ー
言

ｒ
ー △

宇

～
訂言

｛ず Ｐ
屯一言

言 Ｌ《寺 一

陰々
》＆■一二

一
二
。
『
一

つ
一
泊
、
、

-

三
"

及
震
太
白
詩
、
天
与
嗅
高
篶
且
無
際
・
謡
鐙
巨

宕宗詩諾五・人・言太白仙才、長吉宅才・一ｆ

宮
毒
天
才
絶
、
白
邑
易
人
才
鍵
李
篝
鬼
才
鍵

仙
寒
ご
語
．
詣
公
阿
武
潅
冥
高
下
両
公
然
以
評

廃
蓋
説
、
碧
詩
万
不
可
以
這
磯
太
白
二
肉
各
髻
字

日
搬
‘
：
：
叉
謂
、
長
吉
乃
天
地
毒
蜜
、
直
橇
騒

織
顛
従
東
采
-
好
風
与
之
観
・
古
詩
也
・
上
迄

一
猿
雪
茶
雨
、
詞
ご
蒄
屯
-
下
也
．
周
巻
二

杜
戦
隷
錯
李
長
吉
壼
少
如
以
理
奴
濤
命
騒

趨
、
長
吉
古
詩
、
曼
惟
散
其
星
示
四
方
悪
、
万

洞
一
元
精
歌
恥
實
当
中
雄
難
一
蓋
天
下
白
、
序

勇
一
薑
富
耶
渓
上
割
-
明
朝
鳴
去
事
樟
竺
、
一
鍵
耳

晨
吉
之
美
天
地
閉
園
欠
此
体
・
不
得
立
論
己

睾
園
ご
言
画
筬
村
随
学
長
吉
・
如
憩
昭
蟻
善
港

薑
爾
福
淑
藻
・
黙
雲
三
尺
生
紅
篝
壮
頚
威
伺
吉

李
畏
吉
天
言
育
檮
天
亦
言
・
秦
少
薄
以
ご
人
詞

醸
．
天
憲
這
秋
雨
、
漣
中
倒
臥
南
山
録
．
巻
誌
奏
河

奇
也
・
妻
陰
而
噌
・
副
有
加
、
一
蕊
瞳
人
剪
鉱
水

騎
将
加
紅
王
等
司
、
此
尤
詞
場
霊
研
之
置
枝
鄙

崎
険
雌
娼
、
両
僚
易
於
勤
目
．
嘔
出
侭
肝
害
、
舅

長
窒
漆
恒
迎
新
人
幽
鰯
雷
壊
擬
・
石
馬
臥
新

罎
競
家
詩
・
噸
領
碧
母
献
邦
巽
・
彰
誼
巫
廠
畿
回

即
珊
湾
震
株
敷
拳
、
冷
花
寒
露
姿
電
菫
誘
声

劫
硬
飛
示
盲
今
雫
》
索
騨
巌
風
射
鮮
妻
譲
霞
風

杜
戦
隷
錯
李
長
吉
壼
少
如
以
理
奴
濤
命
騒
可
也
、
夫
奴
僕
命
籠
言
惟
三
百
嘉
耳
長
吉
語
感
ご
奴
僕
而
讓
定
奮

趨
、
長
吉
古
詩
、
曼
惟
敬
具
星
示
四
方
悪
、
万
物
知
天
曙
・
喜
鶉
籟
擁
平
崇
言
：
有
廼
惟
湊
額
州
士
、
二
十
八
清
霧
岫

凋
一
元
精
歌
恥
實
当
中
雄
難
一
蓋
天
下
白
、
漂
風
雁
｛
蹴
天
在
水
、
藷
句
．
没
-
蓑
噂
雰
落
悲
空
含
’
零
唐
款
謹
駅
自
富

勇
一
薑
富
耶
渓
上
割
-
明
朝
鳴
去
事
樟
竺
、
一
鍵
耳
余
非
完
壽
副
詞
曲
語
、
篭
不
得
以
詩
目
之
-
嚴
進
浪
云
玉
川
之
僅

晨
吉
之
美
天
地
閉
園
欠
此
体
・
不
得
立
論
己
舅
支
溌
叩
劉
後
村
亜
謂
古
察
有
涯
李
窒
畿
工
直
友
易
東
面
、
劇
試

筆
舅
芸
画
筬
村
随
学
長
吉
・
如
憩
昭
蟻
善
浩
行
-
小
屋
爽
澆
舅
天
人
・
紅
搗
犯
雲
敬
一
乗
、
東
阿
王
認
箒
行
獄
畜

霊
爾
福
淑
藻
・
黙
雲
三
尺
生
紅
篝
壮
頚
威
伺
吉
奏
請
乏
妖
茄
己
美
、
同
輩
五

李
畏
吉
天
言
育
檮
天
亦
言
・
秦
少
薄
以
ご
人
詞
、
縁
肢
毎
本
猟
詞
也
、
期
雲
雲
霞
城
減
欲
捲
、
酒
酎
渇
周
使
創
汽
．
已

醸
．
天
憲
這
秋
雨
漣
中
倒
臥
南
山
録
．
巻
誌
奏
河
向
寄
簿
、
凡
胃
竜
炸
奇
語
言
、
笛
島
壽
之
、
向
迭
、
露
雲
圭
副
-
本
涼

奇
也
・
妻
陰
而
噌
・
副
有
加
、
一
蕊
瞳
人
剪
鉱
水
、
小
摺
酒
這
真
珠
窪
王
叡
這
・
郷
無
声
蹴
二
爲
橦
邉
月
敲
慰
雲
舂
営

騎
将
加
紅
王
等
司
此
尤
詞
場
霊
研
之
置
枝
鄙
之
一
割
臺
久
之
主
駅
言
黙
釣
名
乏
十
一
、
獣
入
一
見
震
薑
刻
竜
造
司

崎
険
雌
娼
。
而
僚
易
於
勤
目
嘔
出
侭
肝
害
・
舅
誇
漬
世
塞
霊
用
芙
，
話
夫
．
同

長
窒
漆
恒
迎
新
人
幽
鰯
雷
壊
擬
・
石
馬
臥
新
煙
蕨
樹
風
自
泳
．
旋
風
沢
馬
罵
踏
雪
紙
讓
窓
睾
寓
旋
風
・
獄
壜
電

罎
競
家
詩
・
噸
領
碧
母
献
邦
巽
・
彰
誼
巫
廠
畿
回
死
、
酒
不
到
劉
衿
墳
上
士
柏
稜
飛
薬
理
琶
言
、
等
句
・
固
夷
詩
美
．

即
珊
湾
震
株
敷
拳
、
冷
花
寒
露
姿
電
菫
誘
声
寒
不
毒
壹
兎
寒
嬉
泣
天
色
．
空
山
凝
雲
頽
不
流
-
六
節
菫
霜
石
上
爽

劫
硬
飛
示
宣
今
雫
→
索
騨
礒
風
射
鮮
妻
譲
霞
風
燕
苓
蕾
老
家
人
折
師
関
前
柳
・
洞
是
寶
害
日
将
篝
秋
風
噸
蛇
言
享

一〆

《一・町
̅ r 妄

言
＝ １

②

画

・

一

色

”

Ｌ

Ｌ

・

と

Ｆ

一

一一

二宮一ざ二・へ一』一三．一屯可一》▽凸少ＯＦＦ

．』二．母寺二一・學・》□口一己幸．一ミニ□・・幸一幸

一

一

｛

篶
且
無
震
・
謡
鐙
巨
海
淵
涛
落
識
、
閉
窺
長
毒
ご
濤
-
醤
捗
嵩
乏
索
・
視
誇
牽
者
郭
按

才
、
長
吉
宅
才
・
一
ｆ
然
太
白
天
蝕
ご
詞
長
吉
完
仙
迄
詞
耳
、
海
舞
碑
雲
亦
臺
篭
人
以
李

鍵
李
等
鬼
才
絶
、
又
蕊
洋
山
人
議
論
李
白
飛
仙
語
、
李
窒
ヤ
寿
莞
愚
妻
下
鵡
仙
宅
プ
ー
ャ
、

臺
卜
、
両
公
然
以
評
詩
也
、
張
碧
論
太
白
長
吉
・
刷
拠
奇
琶
請
実
．
壼
勝
天
仙
完
仙
鬼
ヤ
ァ

磯
太
白
二
肉
各
髻
字
太
篝
．
雲
湯
令
人
失
笑
、
笈
此
論
独
可
存
也
．
養
一
壽
罰
詰
巻
一

天
地
毒
蜜
、
直
橇
騒
蹴
-
下
視
東
野
姻
轆
蝉
董
撞
弥
顛
倒
-
不
一
億
人
霊
同

寓
占
詩
也
、
上
迄
珠
簔
蓉
捲
面
山
雨
・
津
之
毒
ご
・
次
也
-
桃
花
乱
碧
靭
紅
雨
、
梨
だ

?等
二一言
一 口 ー

～

子
一
。
、
芦
や

一一

一

一

一

１
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マ
ム
・
エ
」
４
Ｊ

一一-岬》亜令．５号圭一圭

一一一二・圭一己学）■一

日

工 占 孟

;7季.、ざにソ
＝ ｣ ■ ず ー

一 守二才 ･ 之

一 マ ー

ー . ＝

一
ノ IO-０４S土 ～ “ ８



沙蛍縫基 一Ｆ・・で貼一
吉 ＆ ■ ロ ー L ■

垂， ,
Ｆ ， 早
一 二 乙

一

、

㎡
一

匝 一

、

、圭一

糸
頂
美
調
刺
妾
、

夫
討
迄
作
雲
蕾
則
頌
美

裁
、
１
．
国
朝
、
能
川
歌
爲
詩

五
十
篇
、
亦
一
勝
之
奇
建
径

刻
碩
城
飛
動
文
影
為
第
一
流

来
獄
濤
鬼
督
詩
辛

払
”
『
聯
斎
志
呉
』
に
顕

へ
姑
く
之
麦
寵
か
人
豆
猟

壜
仮
莞
勿
詩
芝
壱
ふ
芝
。
」

の
竜
誌
が
解
ろ
軍
ら
ぽ
；
当

う
し
７
反
っ
て
宮
方
か
ら
志

李
白
亡
琴
窒
死
、
凍
淘
薄
睦
尋
椙
郷
鴬
扣
代
不
乏
畷
人
、
薑
休
乏
償
稚
悔
而
己
美
・

帳
鮭
上
人
歌
鶴
：
小
林
太
市
部
謹
月
大
師
の
生
涯
と
藝
術
所
引

の
た
ろ
う

意『亮潟と←に「わか・腰『ないことばないのだ。わから汽鯵いふ〃をしているだけだ。一三にＵい了Ｖ葛詩耐

阿
〉
え
ど
す
へ
、
て
び
長
圭
房
す
ぐ
打
屑
詩
句
で
わ
ず
今
ワ
Ｕ
ピ
筥
称
寸
弓
人
を
も
ど
う
え
ず
に
町
お
か
ず
が
つ
た
い
産

と／″Ｉ卜しえい言。墜丁零つ茎ひょっと-」庇ら、当時の長士早壹、「-１ネ、易嫌味、斥萄しさ卜艤乏立

一くて長-一巨卜八一／当川”し了いろ気球Ｅないでぼない、〉●局いえ、琴す夢広、灌氏の批評⑦尿守性によ者も９

刀“》｜参つぅ。

４

蜜
Ｉ

乾
、
従
書
聖
雲
霞
花
色
・
姜
張
惹
久
妬
花
謹
手
題
箒
拮
出
一
語
、
皆
夫
亡
徴
也
、
人
非
与
寿
婁
豐
-
何
舌
厳
之
哉
．
至
加

画
澗
桂
樹
慧
狄
舎
、
一
一
羊
六
宮
士
詑
言
、
潟
催
水
租
王
鎧
舞
．
衛
娘
簔
薄
不
勝
械
-
藺
翫
桂
露
魎
幽
翠
、
紅
鍵
雲
雲
梱
深

壹
寒
入
不
悪
繁
壹
置
影
寛
簔
請
書
室
猿
画
絃
索
管
声
淺
漂
、
死
語
鉾
碆
炉
試
臺
鶴
蹴
背
上
召
文
裂
．
製
龍
韻
｝
ｒ

紅
肢
折
芭
以
溌
霊
之
鋳
写
極
勝
之
色
、
宛
如
小
説
醗
畜
嬢
荒
園
-
紅
液
載
慰
、
冷
気
逼
人
桃
燈
綱
ご
←
毛
髪
歌

冨
。
塾
Ｉ
一
挫
『
一
戸
、
リ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｆ
守
」
、
０
丁
：
Ｊ
・
ｆ
ｆ
ｈ
唐
・
フ
ｈ
←
ｊ
戸
。
Ｐ
『
０

＝

桂
犠
篭
鍬
雪
二
一
羊
六
宮
士
詑

寒
入
不
悪
繁
壹
冒
．
影
寛
簔
語

折
、
芭
以
溌
霊
之
誹
-
写
極
惨

吾
不
躍
世
人
-
河
川
愛
好
之
也

、
ノ
プ
ひ
、
ノ
戸
』
ロ
Ｔ
■
・
℃
８
〃
Ｌ
』
ｒ
〆
■
■
●
■

糸
李
舅
詩
弗
こ
胃
一
一
・
雇
・

斎
志
逗
逗
に
顕
Ｌ
た
漁
洋
山
人
の
詩
菱
畠
も
巧
許
今
で
も
暗
調
出
未
ろ
。
〒
洞
は
「
姑
く
寒
川
に
之
垂
言

寵
か
へ
一
三
猟
風
祭
雨
は
蒜
の
如
し
、
料
臺
」
州
に
人
間
の
語
を
作
す
乏
景
ふ
〃
弓
イ
Ｌ
・
穂
く
蚕
蓑
す
秋

亨一壱、、》芝。」￥苧恥のである《（宗ずろ厘勗詩ぼ壬漁洋の『蚕毫集』の中にも見えシどこ

ろ
軍
ら
ぽ
；
当
然
『
諾
肇
記
』
や
希
臘
神
話
の
叙
李
も
裳
読
出
末
末
ウ
な
も
の
だ
．
〒
打
な
の
に
王
君
は
と

了
宮
方
か
ら
痔
柄
で
し
ま
っ
て
段
河
古
に
封
し
了
糞
鼻
面
一
起
求
崩
了
ゐ
ろ
の
で
扇
ら
う
な
中
国
の
道
教

６

一一函南

に
顕
Ｌ
産

豆
猟
風
塞

．」〉-，重ゞ

、
当
然
弓

之
悪
罵
則
寓
刺
之
．
筍
不
簾
本
此
二
道
、
雛
甚
美
猶
士
木
偶
、
不
主
恭
血
気
、
何
所
尚

琶
不
少
．
控
李
太
白
馬
称
苣
§
薑
気
骨
高
挙
-
不
失
填
美
風
刺
之
這
焉
諏
磯
白
票
天
調
諌

言
昔
張
鳥
作
詩
図
五
唇
-
以
白
氏
壽
菰
徳
大
茨
化
主
、
不
詣
．
至
後
李
長
吉
以
瞬
筐
川

育
王
雫
不
在
洞
秀
餓
壱
神
仙
読
怪
之
間
、
則
祷
乏
不
領
、

鍵
’ 一 、 ＬＰ ■

一一・一
洋
山

は
蒜

ので肇記 ■

が

口

。

』

』

一

一□

三

-
. ｰ ：

､ゞ？-

一

鴬 手

上 ｰ

隠
面
李
權
官
嬬
妨
簔
・
誌
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一
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〃
・
晋
山
氏
云
李
舅
互
室
出
ツ
ト
・
〉
／
鋳
全
唐
詩
亨
考
ル
ー
李
長
吉
が
美
人
椀
頭
謁
三
言
面
施
曉
拳
翁
帳
寒
、

畜
鬚
堕
髻
半
玩
瘤
上
至
雪
漁
億
篝
重
二
七
全
薑
ヲ
識
・
置
乢
沢
檀
ト
ハ
況
杳
槽
香
／
コ
ト
ナ
リ
。
鬘
髻
／
雪
苓
手
コ
ト

亦 惜 達
下し'A前而
可吟蚕不
垂菖臺莅
之適一
才一巻杯

蕪
宇
樵
窪
二
巻
附
録
一
一
巻
元
呉
箒
奎
撲

惟
編
無
言
、
蒜
盈
巻
挟
宍
於
洲
汰
：
多
券

済
淀
山
人
蔭
三
壱
一
奎
委
卿
撰
要
獅

蕾
渥
雲
河
体
←
曼
副
有
元
一
代
之
雪
径
、
不

環
谷
第
八
老
玩
汪
夷
毒
棲
冥
平
生
・

樫
不
屑
之
説
・
詩
霞
十
余
首
真
中
上
壹
古

←半・高琴霊堕雲ヲ．コト粥云い四・一・

、
-
效
李
篝
休
詩
糸
二
宮

姉
に
毒
山
亨
詩
宗
三
巻
元
吾
価

殺
肋
礎
之
外
、
透
數
横
生
．
所
謂

翌
寒
黛
一
巻
元
宗
死
洪
亡

之
製
、
五
言
律
詩
、
五
言
長
排
．

建
而
不
作
也
、
杯
可
謁
善
用
短
／
輿

餉
蚕
這
焦
一
巻
元
礒
奉
洪

惜
川
吟
、
鰍
自
一
唾
其
詩
歌
行
、
居

二
両
棲
域
大
方

豆
一
一
〆
八
壽

の
天
上
に
満
け
喜
朝
廷
回
や
ほ
り
｜
元
々
人
閻
界
の
ア
レ
な
ん
で
あ
っ
て
、
た
た
ち
馥
司
と
苓
打
に
鑑
金
が
Ｌ
了
あ
る
ま

で
た
-
た
と
へ
ぼ
孝
義
山
善
一
孝
雲
小
伝
』
堕
壽
小
如
く
・
上
帝
が
自
土
漣
を
修
防
丁
威
喜
吏
長
舌
に
義
ん
で
采
了
鶚

呈
記
菫
焉
其
芝
岬
寓
な
ど
は
》
房
一
例
と
す
臺
乞
ぶ
出
家
よ
う
。
ｌ
金
毒
勇
口
ま
尺
土
木
で
謁
喜
々

「
房
樟
α
杢
々
富
王
手
一
堅
く
玩
源
代
へ
Ｔ
お
る
の
だ
ろ
う
．
周
作
人
薬
壱
一
語
録
塞
蚕
調
松
枝
誇
大
訳
結
縁

Ｉ

元
吾
邸
街
湊
冥
詩
頗
效
李
雲
体
-
不
誰
出
元
人
寧
日
“
而
胸
次
不
尺
・
巨
誰
脱
俗
、
赤
往
往

，
所
謂
王
諦
子
学
難
不
端
正
者
・
亦
喪
詣
有
一
種
風
致
、

咲
亡
薑
古
体
、
堯
数
李
聲
這
蕊
湾
・
不
出
元
’
八
族
震
．
楽
府
短
菫
、
往
往
欲
出
勃
童
、
一
々
（
夫

長
排
壼
為
婚
長
-
七
室
詑
句
次
之
、
上
書
達
詩
文
次
、
五
三
古
詩
僅
一
篇
、
菫
圭
塑
吋
埜
．

亀 一一》》舎一今一一・

素
与
欧
湯
元
、
周
学
恭
罫
-
冥
一
さ
馬
蹴
．
今
冠
票
首
・
繕
元
請
牌
仕
・
而
無
満
一
毒
，

届
十
三
七
八
、
砥
出
入
於
李
白
李
碧
乏
悶
雛
奪
鼓
大
過
・
或
瘍
粗
擴
．
而
神
鋒
奏
震

一
奮
臺
蟇
雲
五
三
古
蓉
蓄
湧
出
白
星
舅
．
造
言
古
体
悶
似
李
習
近
体
芥
爽
訊
自
喜

洲
汰
：
多
参
以
率
壹
乏
序
．
毒
擦
揺
勿
蒻
耳

卿
撰
要
獅
志
行
孤
潔
．
憲
泥
以
終
．
詩
亦
募
壕
孤
諾
・
如
耳
為
人
憶
歌
行
・
時
雑
李

之
雪
径
、
不
振
要
卿
嘉
然
、

其
平
生
・
脚
蒙
徒
講
学
、
薑
怖
永
子
、
本
不
苗
言
語
文
章
、
露
萱
受
持
論
謹
議
、
無
迂

真
中
上
室
古
詩
散
首
、
造
語
新
臺
、
弓
近
温
庭
涛
李
雪
、

一言
』

Ｉ
ー

云 巳零電シ
- , 1

、

IＯ-ＯＳＯ ６５０
｛
■
一

、



ｘ
崇
灌
は
十
七
ぜ
銀
か
ら
＋
八

中
に
と
〃
い
紙
ら
御
了
い
老
ご

と
い
た
め
だ
《
（
舞
曲
壁
俗
曲

半
告
票
露
釆
、
、

今
迂
の
・
言
に
酒
乏
き
き
と
五

鯛
一
イ
セ
命
二
二
隷
批
乏
竹
票

露
卜
童
卜
徐
鍾
公
室
″
・
篝
ハ

鈴
木
煉
卿
彬
海
一
得
巻
上

×
平
が
な
ど
片
方
一
-
の
便
い

｜倫派側熱湯一誇伽猟蜥

来
有
毒
無
毒
闇
去
こ

，
嘆
子
妻
作
言
賦
成
、
従
子
女

塞
言
間
、
出
読
敦
語
巻
五

八

蕊

記

・

稲

ｖ

劫

灰

飛

尽

、

一

己

今

一

堂

一
九
七
皿
年
十
月
三
十
一
日
、
森
溺
壽
三
氏
か
ら
「
李
碧
『
秦
王
試
酒
』
乏
切
ぐ
っ
Ｔ
Ｉ
李
長
吉
篭
と
壮
藷
，
」
（
入

矢
頻
授
剛
川
裁
授
這
沐
記
念
論
文
票
把
印
本
）
蚕
贈
ら
楓
穴
．

「
索
王
散
酒
」
ぼ
難
解
な
詩
で
気
に
か
か
〃
な
が
ら
取
〃
上
け
え
な
い
で
Ｖ
た
。
氏
の
論
文
ぼ
新
貝
に
富
男
誠
え
ら

、
看
二
と
か
多
い
。
い
つ
か
杓
だ
し
も
正
面
な
勺
ぶ
つ
か
司
丁
男
た
い
と
思
う
が
、
こ
こ
で
口
一
三
の
感
想
達
託
す
．

李
碧
の
い
う
「
泰
王
」
は
唐
の
太
宗
下
お
Ｍ
「
秦
王
飲
酒
」
は
杜
南
の
「
同
詰
公
登
悪
罵
寺
塔
」
な
ど
の
篇
響
下
に
蕨

鱈
篭
壱
三

ヲ
イ
ハ
-
リ
．
ｖ
し
ヲ
ア
ヤ
マ
リ
テ
一
七
卜
亡
ラ
キ
ッ
テ
半
タ
、
ご
一
枕
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
堕
髻
卜
古
ハ
、
雀
駒
ガ
圭
今
注
ニ
ア
リ
。

傭
堕
譽
一
云
堕
震
三
余
洞
也
卜
・
本
国
／
サ
ゲ
カ
ミ
ハ
、
俵
濤
／
堕
馬
髻
〆
鐘
風
卜
さ
フ
ニ
ト
ー
ー
ャ
・
俘
藤
索
涯
乗

十
七
ぜ
銀
か
ら
＋
八
世
菰
に
か
け
て
の
人
で
あ
る
。
手
の
時
価
仮
、
誤
う
で
で
灯
あ
れ
．
李
雪
の
詩
句
が
俗
曲

い
紙
ら
ご
く
い
蒻
二
と
燵
注
毒
し
了
よ
い
．
「
晋
山
氏
」
が
ど
ん
な
人
か
Ｌ
局
啄
い
が
、
こ
う
い
う
髪
談
言

た
“
（
舞
曲
壁
俗
曲
と
い
っ
た
か
．
あ
る
い
ば
讓
曲
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）

←

し

蕊
に
す
き
ま
じ
ぎ
夢
蒋
ろ
ご
と
に
見
ろ
吉
井
蕾
短
歌
研
究
昭
和
万
年
２
月
三

いｗ夕《・・』唾◇

宗
、
貝
闇
冒
苔
肩
惠
那
‘
非
賦
之
所
尽
、
若
無
毒
那
、
復
同
所
甑
．
答
ヨ
正
在
有
意

文
学

杓けが弱かしいが，いず携海一得か手許一トワいのでその琴ずに，して．弱く・

）一・ｉ 、 迪 、

ウ
タ
イ

、

善老の誰劇一卜．

、註一一
酒
之
名
也
卜

舌国・

●竹
皮
十
〃
公一

古云も,、処八
文又い
遥害の＝′ｚラ
蕊李くセ篝え
シカ.'j、
ユ詩と

ー一、ノ、＝
、 、 も

､

壱‘
- 己 一

当
■ L

１
-

Ｆ

猩
窒
一
竹
の
は
の
酒
-
卜
、
雪
女
蓬
，
報

好
デ
多
ク
字
面
亨
彗
簿
ズ
。
酒
雪
筈
葦

俗
二
毛
云
壜
シ
タ
ル
ト
ミ
ヘ
タ
川
上

１
Ｉ

一

Ｉ

ー
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った「堅なろものＳ・峨工個一歴繩）」とＬ了の大宗に対する姜悲しぎ頌歌参一唇という〃のが氏の結論のよっ

で混る。
菫の作品中一-素一十一」の語差使用す壱いぼ「秦一士欽迩」と「長歌錠霊議」で嶺者の室士が害の大宗で

石
言
う
と
い
う
｛
乏
画
撞
偏
室
易
太
一
重
（
室
手
篝
斫
究
』
亭
五
号
）
に
、
べ
た
。
「
秦
王
飲
酒
」
の
そ
堀
も
雷
の
太

宗
で
高
葛
勺
二
と
ロ
、
ほ
と
ん
ど
動
く
姜
墜
一
蛭
に
．
〉
て
御
璽
尻
詩
の
発
娼
の
出
発
実
に
お
い
て
画
董
で
あ
っ
て
-

府立した作品は害の太宗原限定｛舞ない、壷皀渥鮪な「奉壬」芝・つ穴うていろ、と画仮しけ感じろ。〉→、

の
感
じ
か
ら
す
る
と
・
出
壼
弄
匡
の
い
て
ば
△
言
に
実
え
ろ
「
泰
壬
」
ロ
；
-
：
，
至
奉
李
世
尻
重
此
定
す
る
以
外
者
え
よ

、｛ノは辱いＶにし了も．威、豆し度作品の車予、の「蓋圭」を八特寅の人物峯ヨ了はめろ侭要ロないＶとする

鈴
木
覚
雄
、
荒
井
博
論
を
否
定
す
る
絢
け
に
臓
励
か
な
い
い
て
ば
な
い
か
⑨
２

と剛朏樫柵弱、刑虹一砿孔版叩吠時Ｗ恥剛諏賊士伽臥Ⅷ純仙打馴肺純囎予諏奔酎科儲弘ル州棚航叩献塒州錨

》一

→
で
ば
な
い
び
、
ま
穴
弓
ず
つ
よ
う
だ
。
「
長
歌
銃
霊
歌
」
で
⑦
「
秦
一
士
」
ぼ
「
奎
敢
ろ
も
の
」
で
易
「
了
し
寺
、
し
『
-
，
か
え

一
へ
は
ワ
い
た
ろ
う
．
「
秦
一
士
款
碧
」
に
お
げ
一
つ
「
奉
壬
」
を
「
聖
一
な
ろ
も
の
」
と
す
ろ
こ
と
は
、
わ
た
-
』
に
は
、
た
抗
ら
わ
（
ご

楓
ろ
、
一
戸
は
尺
ぶ
ん
．
氏
が
←
一
歪
し
麦
弓
鎭
歌
々
と
見
石
一
．
蚕
土
飲
酒
」
を
わ
た
こ
が
「
秦
王
」
に
対
す
る
調
刺
と
冤
暮
Ｓ

ｆ

凸

■

Ⅱ

Ｕ

、

違い一卜かかれろだろっ。

○

八「劫灰飛尽古今一崖とい、っ莞憲甸『大旨・壹謹におい一ｔ仏の光明・神力王述ぐたくだⅧに見え琴罰９

尺《て焼く暮詩、一閃の策生は自然とＬ-ｆ認な禅定壷得」（巻九）⑳言葉直対応する。〉ての掻くイｘＩｌ

畢
一
が
い
か
ワ
石
も
の
賑
せ
よ
、
ま
な
て
の
寒
列
が
い
か
家
ろ
も
の
で
豚
招
李
琶
と
壮
甫
の
一
汽
堂
壽
巨
「
天
光
萠

察」、認識という彗遍一壱芝もつ的である？Ｖ〉妄はいう・三辰引か打た『大琶婁鈴』の女達〉天国剛欝

しそえて椙げろ。

■
《
■

一｛手一・一戸「一・・一二・・一一．幸凸一》一宇

字

、

。

●

。
』
里
」

監一』・配・・山二二・一■．二
～

’。ご楓ぼ尺

一一卜かかれろ

「
劫
灰
飛
尽

て
焼
く
暮
詩

い
か
ワ
石
も

、
認
識
と
い

え
て
掲
げ
る

間
う
て
雪
く

琶
く
『
ご
洞

及
び
辞
支
仏

に一切切営一

空

雪
く
「
：
。
：
い
ま
一
切
の
人
鳳
い
か
仮
し
で
か
鮭
く
東
万
の
仮
河
沙
等
の
諸
仏
例
世
界
王
見
る
や
」
筆
え
て

こ
れ
仏
の
擁
力
の
演
乏
し
了
見
蟇
乏
得
し
む
ろ
に
Ｌ
て
ｆ
家
牛
房
力
に
ロ
あ
ら
ざ
る
な
〃
・
た
と
い
阿
篭
湊

離蕊潔鶉潔鮮罵深籟罐襄野窪促遷鮪鵠罐切禦麗

-

薯 〃

一子

専

七

｡．-＝F

f･翁
一
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幸

一口

上



寺ｂＬ設嬰Ｔ-

．
-
ｍ
「
一

ユ
ー
ニ〃 「一一《Ｌ寺．● 記 ・ 一

己 一 二
一

…

一

三-

／
蛾
に
絢
〃
と
雛
迄
亦
た
相
見
ろ
こ
と
乏
得
。
蚕
た
般
舟
三
昧
⑦
力
応
し
た
が
う
ぴ
故
に
、
天
眼
王
得
す
と
露
も
・

し
か
も
十
万
垂
見
る
な
〃
・
仏
の
眼
耳
は
螺
碍
な
〃
・
主
尺
劫
尽
宗
焼
く
ろ
時
も
、
一
切
衆
生
は
自
然
に
み
な
禅
定

蓬
得
天
眼
天
耳
乏
得
る
が
ご
と
し
。
仏
の
神
力
差
し
、
イ
の
畝
に
．
一
切
衆
生
蓬
し
て
、
み
な
遠
く
見
る
ご
ど
芝

じ
っ
と
も
『
大
智
奏
論
』
て
ば
、
仏
神
力
を
、
世
俗
の
壬
な
弓
弦
輪
聖
土
の
飛
行
原
た
ぐ
え
て
い
蕃
か
ら
、
そ
こ
か
ら

李
舅
が
「
秦
壬
」
の
「
薪
莞
遊
ハ
極
」
を
思
い
「
い
涙
と
い
ズ
な
く
ぼ
な
い
．
予
楓
な
う
「
奏
壬
」
の
威
力
に
ょ
、
了
劫

境
時
も
釛
尽
猿
し
聿
琴
雫
’
二
ぐ
あ
二
§
い
い
わ
け
だ
が
・
そ
制
に
っ
ブ
く
・
長
夜
の
雲
、
こ
と
に
「
酒
酎
唱
月
使
倒
行
」

の
狂
乱
は
ど
う
い
う
こ
と
に
汀
ろ
ぬ
了
あ
ろ
う
か
．
「
常
〆
我
（
仏
）
乏
貝
ろ
王
も
っ
て
の
故
に
、
僑
浴
の
町
を
生
じ
、

救
建
に
し
て
五
欲
に
湾
し
、
建
道
の
中
仮
壷
ラ
ろ
』
（
法
華
経
如
来
寿
曼
品
）
顛
倒
の
凡
夫
の
姿
て
あ
っ
式
参
聖
乃
ろ
／

李
窒
ば
『
法
華
経
』
も
『
大
室
饗
論
』
も
読
ん
で
Ｖ
辰
、
と
杓
辰
し
ば
信
じ
ろ
。
し
か
し
、
篝
の
禁
に
そ
の
ろ
ば
見
え

ず
ゞ
か
楓
が
苓
桝
ら
を
読
ん
だ
と
す
る
文
献
も
差
だ
出
て
こ
な
い
よ
う
だ
、
女
献
仮
な
い
も
の
は
信
じ
厚
い
立
場
の
人
は

宮
の
詩
の
雛
に
『
法
華
経
』
『
大
雪
凄
論
』
達
引
く
こ
と
王
忌
む
か
も
Ｌ
椚
側
。
と
ご
毒
で
畠
が
『
梼
伽
経
』
王
机
卜
辰

お
い
た
こ
と
は
副
ず
か
ら
つ
た
っ
て
い
て
-
莞
の
十
巻
本
⑦
諸
仏
昴
津
一
に
次
の
一
蔀
が
あ
る
。

、
師
時
、
世
等
．
言
篝
観
察
．
現
荏
大
衆
-
非
肉
眼
観
、
如
師
子
王
、
奮
迅
視
闇
、
呵
呵
大
笑
、
頂
上
肉
髻
、
故
無
量

光
・
冒
続
腰
静
、
胸
頚
徳
処
、
及
諸
毛
孔
-
窒
放
一
切
無
量
光
明
加
空
中
虹
、
朔
日
千
だ
、
伽
鉄
尽
時
大
火
熾
瀧

蒔猛芙之相、帝釈蕊一大皿天王等・哩示壷空中観察、如来見仏、坐於須一郭相対拷伽山頂上、呵一呵大笑，

言
文
と
二
制
一
些
少
い
て
の
わ
だ
Ｌ
の
考
え
ば
拙
槁
「
世
尊
と
夜
叉
王
Ｉ
梼
劔
径
雑
記
Ｉ
」
（
李
箪
研
究
・
秦
九
畳

に
の
せ
た
の
で
繰
蓮
ま
め
．
が
と
Ｋ
か
く
こ
御
ば
請
仏
品
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
．
世
俗
権
力
の
作
″
出
す
差
別
と
舅
浬

②
示
す
平
等
と
か
価
喧
韓
獺
す
る
危
機
的
な
場
面
だ
と
い
つ
で
よ
い
で
あ
ち
つ
・
七
巻
本
の
塞
婆
那
削
請
品
掌
一
に
も

二
打
に
対
応
す
ぢ
叉
は
謁
喜
が
ゞ
危
機
性
⑦
把
握
に
お
い
丁
と
う
て
い
十
老
品
広
お
よ
げ
な
煙

王
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

仏
神
力
豚
よ
う
了
羊
細
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
だ
．

９

二
獅
何
『
法
菫
軽
』
羅
什
訳
の
如
来
寿
量
品
に
『
衆
生
の
、
劫
尽
圭
了
、
大
火
に
境
か
ろ
ろ
逵
莞
ろ
時
も
、
わ
が
こ
の

土
は
安
措
に
し
て
、
天
人
つ
れ
に
充
満
け
″
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
劫
尽
の
緩
の
こ
と
で
な
く
-
劫
焼
時
に
し

蓬
得
天
眼
天
耳
乏
得
る
が
ご
と
し
。
仏
の
袖
鴇

傳
し
め
涙
ま
、
つ
む
、
亦
尺
祷
だ
か
く
の
ご
と
し
。

二
獅
何
『
法
菫
軽
』
羅
什
訳
の
如
来
寿
量
品
に
。

『

ザ

～

ｔ

鍵

壬

一も》｜《一・｝毎・・一

歩
一
一
》
．
二
一
一
一
一
一
二
北
」
け

一
■
・
知
・
』
》
①
。
一
『
。

蛤

一

凸

司

も

Ｐ

上

・

寺

侭
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三

ず
手

、 ■ -

一

■■

寺
」
一
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１

予
三
で
孝
一
句
達
見
ろ
喜
秦
王
壼
室
ぐ
あ
う
て
蔚
龍
で
は
な
い
。
二
脚
が
妾
っ
た
く
王
菅
ら
し
く
な
い
．
毒
二
句
の

割
元
照
空
も
ま
た
そ
う
だ
，
『
定
馬
引
」
に
朝
嫌
剣
売
浄
と
い
う
句
ぴ
あ
石
ぴ
あ
楓
は
暗
殺
者
だ
。
そ
れ
な
ら
こ
こ
の
秦

王
心
，
武
力
に
よ
う
で
髄
上
に
制
顔
し
よ
う
す
る
野
心
家
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
写
ぢ
う
。

も
う
い
ち
ど
劫
鞭
飛
尽
古
今
平
に
か
え
ろ
と
、
そ
の
劫
尽
は
藻
三
句
の
義
和
敲
日
仁
よ
う
て
毒
ご
ろ
ご
と
が
杓
ひ
ろ
，

苓
掘
な
ら
．
古
今
平
は
秦
王
の
藍
亮
遊
に
主
っ
て
、
成
就
す
幕
⑦
で
蕨
く
、
秦
王
の
雷
尭
遊
を
許
し
て
い
る
八
種
〃
碧
天
．

す
な
わ
弓
天
沌
〃
雨
壊
す
ぢ
こ
と
に
エ
フ
マ
成
就
す
る
の
で
あ
悪
う
。

奏
王
啓
一
、
桝
に
毒
ブ
か
す
、
威
武
に
石
ご
う
了
長
賓
例
専
に
砿
溺
し
、
千
年
賦
を
あ
お
る
が
、
非
情
の
燭
樹
・
青
琴
が

有
情
の
俗
罹
毒
王
の
漏
防
に
湊
査
流
Ｌ
Ｔ
や
っ
て
い
ろ
。

二
椚
が
「
泰
王
飲
酒
筐
濤
の
瀞
旨
で
は
な
い
て
あ
ろ
う
か
．

杓爵縣繁讓趨一礁締攪鯉刎簿蕊銀駐議囑儲警賢珠購蕎溺く

い
ち
が
う
て
ぃ
ろ
だ
弓
う
。
ま
た
氏
②
｜
悲
Ｌ
ま
墳
款
シ
も
α
わ
た
し
の
ほ
う
一
て
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

従
っ
て
、
こ
の
一
文
は
、
紹
介
下
も
批
判
稲
も
な
く
-
鼓
綴
の
泡
沫
的
副
逼
に
す
ぎ
な
い
。

け
獄
ば
載
る
ま
い
。

８４８］８２８１８０ｌ

鴬の劫灰飛尽が拐伽経のそ抓を震うているとす抓ぱ．ここに大李な価値の逆転がな式拭たのだと貝な

李
長
蓋
詩
集
上
・
下
、
銭
木
虎
雄
注
訳
岩
波
文
壷
一
九
六
一
年
五
頁
六
月
李
雲
全
詩
の
訳
注
で
あ
る
。

崖
詩
小
札
剃
蓮
主
広
東
人
民
出
版
社
一
六
六
一
年
六
月
李
雷
二
等
天
」
に
関
す
る
記
述
が
湯
ろ
．

李
長
吉
歌
詩
小
川
環
樹
世
宗
名
著
大
事
鱒
の
項
目
平
凡
社
一
丸
六
一
年

妻
評
：
鈴
未
虎
雄
注
釈
『
孝
長
吉
歌
詩
集
」
上
下
書
稿
穐
漢
文
教
室
五
六
害
一
室
全
年
九
月

李
農
小
論
ｌ
比
騨
の
手
塗
と
中
代
と
Ｌ
Ｔ
Ｉ
横
山
伊
勢
男
中
園
文
学
研
究
（
寒
奈
大
学
）
二
号
一
毎
ハ
ー

年十二月-

李

賀

文

詠

目

庁、

墓
一少

、

争い》『
● 容
璽〈

Ｉ

穂

(二）

三 ．

尋ン-
壬

Ｆ
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